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論文内容要旨
 膵臓がん発生リスクに関する生活習慣要因,特に食生活要因は,疫学的に見て,まだ十分に解
 明されていない。
 本研究では,宮城県内3市町の40歳以上の住民31,345人(男13,992人,女17,353人)を対
 象に,1984年1月から2月にかけて実施された健康と生活習慣に関するベースライン調査に基
 づき,約9年間の膵臓がん罹患状況を追跡し,Cox比例ハザードモデルにより生活習慣要因およ
 び肥満度(BMI)と膵臓がん発生リスクとの関連について相対危険度(RR)と95%信頼区間
 (95%CI)を求めた。
 追跡期間中の膵臓がん罹患症例は79名(男39名,女40名)であった。
 性・年齢・居住地を補正した現在喫煙者の非喫煙者に対する膵臓がん発生のRRは2.24
 (95%CI:1.07-4.66)であり,有意なリスクの上昇を認めた。過去喫煙者の非喫煙者に対する
 膵臓がん発生リスクはRR1.46であり,有意でないが,膵臓がん発生リスクは上昇した。喫煙量・
 喫煙年数と膵臓がん発生リスクとの関係を喫煙指数により検討した結果,有意なLinearTrend
 があり,量反応関係を認めた。
 肉類の摂取では,週1日未満の摂取群に比べ,週1-2日の摂取群でRRl.05,週3-4日の摂
 取群でRRLO3,ほとんど毎日摂取している群でRR1.34,卵の摂取では,週1日未満の摂取群
 に比べ,週1-4日の摂取群でRR2.42,ほとんど毎日摂取している群でRR3.05と,有意でない
 が,摂取頻度の増加に伴って膵臓がん発生リスクが上昇する傾向を認めた。コーヒーの摂取では,
 飲まない群に比べ,ときどき飲む群でRRL42,1日1杯以上の摂取群でRRL53,紅茶の摂取で
 は,ときどき飲む群はRR2.04(95%CI:LO5-3.95),1日1杯以上の摂取群でRRL20と,膵
 臓がん発生リスクが上昇する傾向を認めた。非喫煙者におけるコーヒーの摂取では,ときどき飲
 む群でRR2・31,1日1杯以上の摂取群でRR2・81と,有意でないが,同様な傾向が認められ,
 RRは全解析対象者によるRRと比べて高くなった。米飯の摂取では,毎日3杯未満の摂取群に
 比べ,毎日3杯の摂取群でRRL56,毎日4杯以上の摂取群でRRl.07と,有意でないが,膵臓
 がん発生リスクは上昇していた。
 一方,緑黄色野菜の摂取では,週1日未満の摂取群に比べ,週1-2日の摂取群でRRO.27
 (95%CI:0.08-0.89),週3日以上摂取している群でRRO,54,摂取頻度の多い者で膵臓がん発
 生リスクが減少する傾向を認めた。その他の野菜の摂取でも,同様な傾向を示した。牛乳の摂取
 では,飲まない群に比べ,月1-2日の摂取群でRRO.45,週1-4日の摂取群でRRO.69,ほと
 んど毎日摂取している群でRRO、80と,有意でないが,摂取頻度の増加に伴って膵臓がん発生リ
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 スクが減少する傾向を認めた。BMIでは,2L7未満の群に比べ,21.7以上で24.2未満の群で
 RRO.92,24.2以上の群でRRO.72と,有意でないが,肥満度の増加に伴って膵臓がん発生リス
 クが減少する傾向を認めた。
 喫煙と膵臓がん発生リスクとの因果性を強く示唆したことと,過去喫煙者による膵臓がん発生
 のRRは,現在喫煙者のRRより低いという本研究結果より,膵臓がん予防における喫煙対策の
 重要性が示唆された。肉類,卵,コーヒー,紅茶の摂取は膵臓がん発生の危険因子である可能性
 が示唆された。野菜類(特に緑黄色野菜)と牛乳の摂取は膵臓がんの発生に予防的な効果を持つ
 可能性が示唆された。肥満度の増加に伴って膵臓がん発生リスクが減少する可能性,米飯の摂取
 と膵臓がん発生リスクと負の関連を持つ可能性も示唆された。飲酒,魚介(貝)類,果物,緑茶,
 みそ汁,漬物,パンの摂取と膵臓がん発生リスクとに関連を認めなかった。今後,コホート研究
 においてより多くの膵臓がん症例を追跡し,更に男女別に検討する必要がある。
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 審査結果の要旨
 本論文は,膵臓がんの発生リスクに関する生活習慣要因を明らかにすることを目的として,宮
 城県内3市町の40歳以上の住民31,345入(男13,992人,女17,353人)を対象に,1984年1月
 から2月にかけて実施された健康と生活習慣に関するベースライン調査に基づき,約9年間の膵
 臓がん罹患状況を追跡し,膵臓がん発生リスクとの関連について相対危険度(RR)を検討した
 ものである。
 追跡期間中の膵臓がん罹患症例は79名(男39名,女40名)で,これらは宮城県地域がん登
 録データとの照合によって把握したものである。
 各要因についての相対危険度は次の通りである。
 現在喫煙者の非喫煙者に対する膵臓がん発生のRRは2.24(95%CI:LO7-4.66)で,過去
 喫煙者のRRはし46で,膵臓がん発生リスクは上昇した。喫煙指数でみると量反応関係を明ら
 かにした。
 肉類では,週1日未満の摂取群に比べ,ほとんど毎日摂取している群でRRL34,卵では,週
 1日未満の摂取群に比べ,週1-4の摂取群でRR2.42,ほとんど毎日摂取している群で
 RR3.05と,摂取頻度の増加に伴って膵臓がん発生リスクが上昇する傾向を認めた。コーヒーで
 は,飲まない群に比べ,ときどき飲む群でRRl.42,1日1杯以上の摂取群でRR1・53,紅茶で
 は,ときどき飲む群はRR2.04,1日1杯以上の摂取群でRRL20と,膵臓がん発生リスクが上
 昇する傾向を認めた。米飯では,毎日3杯未満の摂取群に比べ,毎日3杯の摂取群でRRl.56,
 毎日4杯以上の摂取群でRRLO7と,膵臓がん発生リスクは上昇していた。
 一方,緑黄色野菜では,週1日未満の摂取群に比べ,週1-2日でRRO.27,週3日以上で
 RRO、54,摂取頻度の多い者で膵臓がん発生リスクが減少する傾向を認めた。牛乳では,飲まな
 い群に比べ,月1-2日の摂取群でRRO.45,週1-4日の摂取群でRRO.69,ほとんど毎日摂
 取している群でRRO.80と,摂取頻度の増加に伴って膵臓がん発生リスクが減少する傾向を認め
 た。BMIでは,2L7未満の群に比べ,21.7以上で24.2未満の群でRRO.92,24.2以上の群で
 RRO.72と,有意でないが,肥満度の増加に伴って膵臓がん発生リスクが減少する傾向を認めた。
 喫煙と膵臓がん発生リスクとの因果性を強く示唆したことと,過去喫煙者による膵臓がん発生
 のRRは,現在喫煙者のRRより低いという本研究結果より,膵臓がん予防における喫煙対策
 の重要性が示唆された。肉類,卵,コーヒー,紅茶の摂取は膵臓がん発生の危険因子である可能
 性が示唆された。野菜類(特に緑黄色野菜)と牛乳の摂取は膵臓がんの発生に予防的な効果を持
 つ可能性が示唆された。肥満度の増加に伴って膵臓がん発生リスクが減少する可能性,米飯の摂
 取と膵臓がん発生リスクと負の関連を持つ関連も示唆された。飲酒,魚介(貝)類,果物,緑茶,
 みそ汁,漬物,パンの摂取と膵臓がん発生リスクとに関連を認めなかった。
 これらの膵がん発生要因に関するRRを疫学的に明らかにした本研究は,従来の研究が膵が
 ん死亡者を対象にしていたものとは異なり,罹患者を対象にしていることから本来の発生要因を
 明らかにしたこととなり,その意味でも意義のあるものと評価でき,本論文が学位に値すると考
 える。
 一44一
